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産業健康科学は、労働者の健康、すなわち well-being（良好な状態）を確保するための

科学的方法の探求と実践を行う領域である。具体的にはメンタルヘルス不調、ストレス・疲

労、すべての年代にわたる健康の保持増進、労働者の高齢化、等に関わる問題点を自ら指摘

し、具体的で実現可能で、かつ、事後の評価が可能な指標をもたせた改善対策を提案し、か

つ、実践し、それにより労働者の健康の保持・増進を評価し、最終的には労働現場における

生産性の向上が期待できる研究を遂行する。「特別論文指導」では、修士課程に引き続き、

まず、メンタルヘルス不調、ストレス・疲労、職域における健康増進に関する介入研究、労

働者の高齢化対策に関する最新の情報を自ら調査する。従来用いられている研究手法およ

びその結果を理解した上で、未解決の問題や早急に取り組むべき課題を自ら見出し、産業領

域に貢献しうる研究テーマ・仮説を自ら見いだす。さらに、その研究テーマ・仮説を立証す

るための実験・調査手法を自ら立案し、実験計画を遂行するための議論を行い、研究を遂行

する。得られた結果に対する統計学的検討、既知の事象と対比して考察を行い、結論を導き、

海外一流雑誌へ掲載できるレベルの論文を自ら作成する総合的な能力を養う。それにより

労働者の well-beingを最適に保てるような実践を行い、産業領域へ貢献できる科学者とし

ての能力を身に付ける。 


